
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 30 年 9 月 1 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 １
法人の基本方針の中の「利用者主体」に沿った支
援を深めていく。地域の方が気軽にホームに来て
頂ける方法も検討する。

理念の中の「利用者主体」に目を向け、自立支
援や地域交流、外出支援の向上を目指して、
実施に繋げていく。

12 ヶ月

2 ４０
入居者が役割を持って生活できるよう、和気藹々
とした家庭的な雰囲気を大切にしながら、入居者
の「できそうな事」を追求して取り組んでいく。

和気藹々とした雰囲気の中で、入居者が役割
を持って、自分らしく生活できるような環境を作
る。

12 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホーム・滑石

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

・尊厳チェック表に「理念」「今年度の目標」を追加し、
尊厳チェックに合わせて毎月の振り返りを一緒に行う。
・散歩やドライブ外出など、入居者が「行きたい場所」
や「馴染みの場所」、「したいこと」等を探り出し、個々
に合わせて実施していく。
・地域の会議に参加して情報発信していく。

・昼食の際、週1回は職員も一緒に昼食を摂る機会を
作り、より和気藹々とした環境作りを目指す。
・「できそうな事」に目を向け、昔馴染みのを作ったり、
おやつ作り、家庭菜園などの取り組みを入居者と一緒
に行う。
・入浴では、ゆず湯やしょうぶ湯等を実施する。


